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 自己紹介

現在　通級指導担当　５年目です

◯ 新潟市立荻川小学校
　　発達通級指導教室（まなびの教室）を担当
　　令和４年度　教室新設時に赴任して、５年目

2

◯ これまで
　　新潟県南魚沼市（六日町、塩沢）で新採用から８年勤務（通常学級担任）
　　新潟市南区　　小学校で５年（特別支援学級担任）
　　　　　西蒲区　小学校で９年（特別支援学級、大学院派遣、通常学級）
　　



お話させていただく内容

Ⅱ　実践内容

Ⅲ　成果と今後の課題

Ⅰ　実践にあたって

新潟市の通級指導

1.市教育委員会、他巡回指導担当者との連携
2.在籍校との連携
3.保護者との連携
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新潟市の通級指導教室リーフレット

新潟市の通級指導

Ⅰ　実践にあたって

◯新潟市教育委員会作成　保護者向け
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在籍学級・学校

通級児童・家庭
通級校

通級指導教室

在籍学級・学校

通級児童・家庭

通級校

通級指導教室通級指導教室

【他校通級のイメージ】

【巡回指導のイメージ】

新潟市の通級指導

Ⅰ　実践にあたって

令和６年度　巡回指導開始

◯拠点校の担当者は、近隣の巡回校３校を訪問

◯令和６年度の巡回指導の開始から、現在３年目

◯年々、巡回指導の拠点校、巡回校が増えている
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Ⅰ　実践にあたって

新潟市の通級指導

令和５年度の発達通級指導教室【拠点校】

　小学校　

　中学校　

　市立高等学校　
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令和５年度までに設置された
発達通級指導教室



新潟市の通級指導

令和６年度　巡回指導開始

　小学校　

　中学校　

令和６年度に巡回指導を開始した
発達通級指導教室

↓R6新設教室 
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Ⅰ　実践にあたって
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新潟市の通級指導

Ⅰ　実践にあたって

令和７年度
　通級指導・巡回指導の広がり

　小学校　

　市立高等学校

令和７年度に巡回指導を開始した
発達通級指導教室

↑R７新設教室 



令和８年度
　通級指導・巡回指導の広がり
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新潟市の通級指導

Ⅰ　実践にあたって

　小学校　

　中学校　

令和８年度に巡回指導を開始した
発達通級指導教室

R８新設教室 ↑



在籍学級・学校

通級児童・家庭
通級校

通級指導教室

在籍学級・学校

通級児童・家庭

通級校

通級指導教室通級指導教室

【他校通級のイメージ】

【巡回指導のイメージ】

新潟市の通級指導

Ⅰ　実践にあたって

巡回指導開始から３年目

◯拠点校の担当者は、近隣の巡回校１校〜４校を訪問

◯巡回指導の拠点校は、現在小１０校、中２校、高１校

◯年々巡回指導の拠点校、巡回校が増えている
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◯希望する児童生徒が、
自校の通級指導教室で
指導を受けられることを目指す
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Ⅱ　実践内容

通級指導教室

他通級指導教室
巡回担当者

市教育委員会
特別支援教育課

在籍学級担任
COなど学校職員

保護者・家庭

巡回指導における連携について



Ⅱ　実践内容

巡回担当者会での情報共有

１．市教育委員会、他巡回指導担当者との連携
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通級指導教室

他通級指導教室
巡回担当者

市教育委員会
特別支援教育課

◯新潟市教育委員会（特別支援教育課）と
巡回指導の担当者で、情報共有を行なっている

◯２ヶ月に１回程度、現在も対面で行なっている



通級指導教室

他通級指導教室
巡回担当者

市教育委員会
特別支援教育課

Ⅱ　実践内容

準備段階での主な話題

１．市教育委員会、他巡回指導担当者との連携
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◯使用教室…場所の選定、確認

◯教室の施設・設備

◯担当者の勤務の扱い・旅費

◯巡回日の決定、時間割編成

◯SSC（ソーシャルスキルコーチ）の勤務について

◯職員、児童、保護者への周知

◯職員用PC、学習用タブレット端末の扱い　　　　　　など
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Ⅱ　実践内容

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

巡回指導の
イメージの共有

１．市教育委員会、他巡回指導担当者との連携

情報共有・検討の主な内容

４月までの
見通し

巡回指導の態勢に
ついて確認

教室運営、教室環境、施設・設備
教材について

訪問の日程、給食
日課表

体制の変更による運営方法の検討
（担当者１人配置→２人配置）

「巡回パッケージ」

体制の変更による運営方法の検討
（担当者１人配置→２人配置）

巡回校数の違いによる
運営方法の検討

教育相談の進め方について

担任や特支COとの情報共有 保護者との情報共有 保護者との個別懇談の持ち方

個別の指導計画等
文書の起案発出について

通級手続きに
ついて



　巡回パッケージの内容

１　　通級指導教室の名称「まなびの教室」

２

　通級指導教室の運営
巡回日の決定
担当者の勤務の取り扱い、給食
通級指導教室の物品の購入
情報共有

３ 　施設・設備

４ 　必要備品・物品

５ 　消耗品

６ 　教室のレイアウト例

７ 　巡回校で用意するもの

８
　巡回校特支コーディネーターの
　通級にに関わる業務

９ 　巡回教室　年間の動き

Ⅱ　実践内容

「巡回パッケージ」

１．市教育委員会、他巡回指導担当者との連携
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◯次年度以降に生かせるよう、明文化

◯ある程度、共通理解しておくこと

◯新しく巡回通級を設置する学校の管理職や担当者
がスムーズに準備を進めるための手引きとして作
成



Ⅱ　実践内容

教室運営を支える連携

２．在籍校との連携
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◯多くの職員の理解と協力のもと、
教室を運営することができている

　教室運営を支える連携
管理職 総括

事務職員 会計

用務員
教員業務支援員

備品設置、教室環境整備

特支CO
消耗品費発注など予算執行手続き
特別支援教育学校体制
連絡調整、手続き

養護教諭 児童について

給食担当 担当者の喫食について



前年度末・始 前期 後期 年度末

教室環境整備
新年度訪問日時
の確認

教室の運営について
確認・周知

在籍校管理職、
特支CO、担任
顔合わせ

消耗品費等　通級指導教室予算執行

新規入級希望の児童・保護者について情報共有
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Ⅱ　実践内容

２．在籍校との連携

年間のおもな流れ（教室環境、運営）

教室環境整備、備品設置　等

担当者の訪問日時の確認、給食喫食数の管理



Ⅱ　実践内容

特支CO、学級担任との情報共有

２．在籍校との連携
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◯休み時間など、直接話せる

◯１週間に１回ではあるが、
通級からはその日の様子を、
学級担任からは１週間の様子や保護者とのやりとりなど
タイムリーな情報交換ができる



前年度末・始 前期 後期 年度末

時間割編成

通級指導を受ける児童についての情報共有
担任、学年主任、特支CO、養護教諭、管理職

新規入級希望の児童・保護者について情報共有

個別の指導計画立案 個別の指導計画まとめ
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Ⅱ　実践内容

２．在籍校との連携

年間のおもな流れ（通級指導に関わって）

校内での通級方法の確認

授業参観、教育相談

授業参観、教育相談、お試し授業



Ⅱ　実践内容

情報共有の方法として

３．保護者との連携
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◯これまでは、送迎の際、授業を参観する保護者が
多かった

◯巡回指導をすることで送迎がなくなり、直接顔を
合わせる機会が減ってしまった

◯連絡ファイルの記述をこれまでよりていねいに

◯個別懇談の機会の工夫

◯授業参観のおすすめ



３．保護者との連携

Ⅱ　実践内容

連絡ファイル
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◯連絡ファイルの記述をこれまでよりていねいに

◯活動の様子だけでなく、
　・指導の意図、重点
　・それに対する評価（児童の様子のとらえ）を
　　　伝えることができるように

◯ワークシート、写真なども

◯ロイロノートでワークシートなどを共有することも
できる



３．保護者との連携

Ⅱ　実践内容

個別懇談の機会の工夫
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◯これまでは、夏休みに拠点校で行っていた

・児童の在籍校各校の学校設定個別懇談期間

◯今年度は、学校設定の個別懇談に合わせて、児童の在籍校
（まなびの教室）で行った

・各校特支CO、担任に日時の調整等をお願いした

・担任との面談の前後にまなびの教室での面談を行った

・学級での様子を聞いてきたばかりの保護者と課題を共有
することができた

・巡回指導になる前は、他校の保護者も拠点校に来て
もらっていた

・昨年度は、随時必要に応じてそれぞれの在籍校で行った



Ⅱ　実践内容

保護者からの問い合わせへの対応

３．保護者との連携
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◯巡回通級になり、保護者の送迎の負担がなくなった

◯我が子の通う学校内にできたため、関心をもつ保
護者が増えた

◯児童の「学びの場」の選択肢として、話題にしや
すくなった

◯「まなびの教室」について、詳しく聞きたい。」

学校

保護者



Ⅱ　実践内容

保護者からの問い合わせへの対応

３．保護者との連携
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◯まなびの教室での指導を希望する保護者、
児童本人へ学習内容などを伝える機会を設定

◯授業時間内での通級、教科の指導との違いなど
具体的に説明

◯児童本人と保護者で体験授業も受けてもらう

◯児童も保護者も納得して、通級指導を受けるかを
検討

◯前向きな学びへ



Ⅲ　成果と課題　

在籍校の先生方より
（R8年度在籍校アンケート）

１．成果
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◯通級指導教室が、児童や職員にとって身近
になった

◯より多くの職員の視点で、児童理解ができ
る。

◯巡回指導になったことで、日常的に、通
級・学校それぞれの様子を共有しやすい

保護者より
（R6年度保護者アンケート）
◯送迎の負担がなくなったことが、ありがた
い

◯学校の様子（学習、生活、友達関係など）
を見ていただけて、ありがたい

◯子どもの学校の中にできたことで利用しや
すい

保護者も通級指導に関心をもつ

通級指導についての話題を出しやすい



Ⅲ　成果と課題　

通級を利用している児童数の推移

１．成果
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Ⅲ　成果と課題　

担当者の負担

２．課題
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◯ニーズの増加＝担当時数、教育相談件数の増加
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

◯準備、打ち合わせ
　　　＋移動のための時間

◯指導枠の制限（年度途中に指導開始が難しい）

◯教室参観や教育相談の時間の不足

◯巡回指導担当の教室は２人体制に
↓



Ⅲ　成果と課題　

在籍校の先生方より

２．課題
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◯指導枠の不足←今後のニーズへ対応できなくなるのでは…

◯通級利用児童が多く、打ち合わせ等も含めた時間の調整が
難しい

◯普段の教室の様子を参観してもらいたい

◯児童について、直接、定期的に、情報共有できる時間が
もっと取れると良い

打ち合わせ、教育相談、
教室参観の時間も考慮した
時間割編成の工夫



Ⅲ　成果と課題　

職員、保護者、児童の理解

２．課題
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◯毎年入れ替わる職員への周知

◯保護者への周知

◯通級指導を認める学級・学校の雰囲気づくり

・定期的な研修会の実施
・理解教育に関わる連携
・教育相談の工夫

どの子も学びやすく
　過ごしやすい学級・学校



巡回指導における
連携の在り方

第２分科会通級による指導（発達障害通級）
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ご清聴ありがとうございました
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